事業成果報告書
事業名：空き家を活用した地域交流、滞在拠点の整備
団体名：特定非営利活動法人　いんしゅう鹿野まちづくり協議会　理事長　佐々木千代子
事業内容：　　　　　　　　　　　　　　　　
物件現況　居宅（築44年）

取得形態　個人より賃貸借（15千円／月）

工事内容　内装工事、レイアウト変更等

施設名称　しかの宿　殿町（旧木下邸）

整備場所　鳥取県鳥取市鹿野町鹿野字殿町1786-3

面　　積　敷地面積：304.03ｍ2、延床面積：247.52ｍ2

（工事対象面積247.52m2）

構　　造　木造2階建

施設概要　ゲストハウス、シェアハウス、交流スペース

収容人数　13人

物件現況　居宅（築47年）

取得形態　個人より賃貸借（65千円／年）

工事内容　内装工事・レイアウト変更等

施設名称　しかの宿　山根町（旧村上邸）

整備場所　鳥取県鳥取市鹿野町鹿野字下町南側1381-1

面　　積　敷地面積：273.28ｍ2、延床面積：207.14ｍ2

（工事対象面積207.14m2）

構　　造　木造2階建

施設概要　ゲストハウス、シェアハウス、交流スペース、作業場

収容人数　10人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.事業目標の達成状況：　　　　　　　　
【申請時の目標】
小さなエリアに新たな滞在施設を作り、空き家活用した既存施設と連携させ、新たなエリア価値を生み出し、地域イノベーションに繋げる。

・新たな滞在の場として2ヶ所創出。

・鹿野城下町の小さなエリア(約300m2)において、既存施設も含め10ヵ所の

　滞在・事業・活動・交流拠点など多様な場を連携させる。

・フリーランス、アーティスト、学生等の滞在時に交流・活動の場を提供。

・中長期滞在できる場所に大学生、関係人となる人々年間80人受け入れる。

・鹿野町滞在を3年後に年1,000泊創出する。

・住民と滞在者が交流・滞在・活動の場に集う機会を年10回以上作る。

・滞在者のスキルを活かしたワークショップや地域へ企画提案する機会を

　創出する。

・交流・活動の場を住民、子どもが放課後や休みに集える場所にする。

・大学生と地域イノベーションのテーマを設定し、鹿野をフィールドとし

　て取り組む。
【目標の達成状況】

1. 鹿野城下町の小さなエリアに新たな滞在施設を作り、多様な空き家活用と連携させ、
新たなエリア価値を生み出し地域イノベーションに繋げる。
· 新たな滞在の場として『しかの宿　殿町』『しかの宿　山根町』の2ヶ所創出。

· 鹿野城下町の小さなエリア(約300M四方)に新たな2ヶ所に加え、滞在施設『しかの宿　本田中家』、交流施設『シカノマド』『しかの心』、交流店舗『ゆめ本陣』『夢こみち』『そろそろ』の8ヶ所を連携させるとともに、新たな場所として『鹿野の洋館』『鹿野の中庭』を創出する計画・準備を進めている。
· フリーランスやアーティスト、学生等滞在する人に交流・活動する場として『シカノマド』を立ち上げた。
2. 新たな滞在の場は、フリーランスやアーティスト、学生等が中長期に安価で滞在できる場とする。滞在者には交流・活動の場を提供するとともに地域の人々との交流、連携が生まれる環境を作る。鹿野では地域の人々と滞在する人との交流、連携が地域により良い変化をもたらした。場のある環境の中でお互い学び合い成長することを目指す。
· 中長期滞在できる場所『しかの宿　殿町』『しかの宿　山根町』は一泊1000円とした。必要な方には1回2000円でリネンを準備する。滞在しやすい価格の設定により大学生、関係人となる人々を受け入れる。

· 『しかの宿　殿町』が7月末オープン。女性用の交流滞在施設として青山学院大学生、鹿野芸術祭参加者、鳥の演劇祭関係者など滞在及び予定が7月～11月で41人、221泊となった。
· 『しかの宿　山根町』が9月末オープン。男性用の交流滞在施設として、関係人口事業来訪者、鹿野芸術祭参加者、鳥の演劇祭関係者など滞在及び予定が10月～11月で28人、161泊となった。
· 『しかの宿　本田中家』『しかの宿　殿町』『しかの宿　山根町』3ヶ所で、鹿野滞在を3年後に年1,000泊を創り出すことが十分に可能となった。
· 地域の人と滞在者が交流・滞在・活動の場に集う機会は、これまでリノベーションワークショプを計12回行い、延べ約80人が関わった。また2回のオープニングイベントは、地域の方々も多く来訪し70人を超えた。
· 関係人口事業来訪者のワークショップ等により地域と関わる機会を重ね、地域への提案や協働に繋がる環境が出来た。

· 交流・活動の場『しかの心』は地域の人々の集える場所になっているが、加えて『シカノマド』も活かし、子供が放課後や休みに集える場所や来訪した大学生、移住者、地域の人々の交流・活動の場となるように今後更に努力する。
2.事業実施によって得られた成果：

1. 鹿野城下町の小さなエリアに新たな滞在施設を作り、多様な空き家活用と連携させ、
新たなエリア価値を生み出し地域イノベーションに繋げる。
· 新たな滞在の場として『しかの宿　殿町』『しかの宿　山根町』の2ヶ所創出により、大学生の滞在研究、鳥の劇場の関係カンパニー及び演劇祭スタッフ、ボランティアの滞在が容易になった。本年8月から11月にかけての滞在実績、経験を今後に活かし交流滞在施設の可能性を広げる。
· 鹿野城下町の小さなエリア(約300M四方)に新たな2ヶ所に加え、8ヶ所を連携させることにより鹿野芸術祭、鳥の演劇祭、週末だけのまちのみせ、関係人口事業等の成果に繋がっている。今後新たな場所も加え、より複合的で魅力的なエリアとすることを目指したい。
· 昨年立ち上がった青山学院大学研究センター分室を、交流・活動の場『シカノマド』へと進化させ、多様な活用を目指し下記の用途も加えることとなった。
ノマドスペース
青山学院大学社会情報学研究センター鳥取分室
大阪国際大学国際教養学部久保由加里研究室分室・
鳥取大学工学部浅井秀子研究室分室

公立鳥取環境大学環境学部甲田紫乃研究室分室
米子高専建築学科小椋弘佳研究室分室

今後、地域の新たなエリア価値を生み出し地域イノベーションに繋がるきっかけ
になると考えている。
2. 新たな滞在の場は、フリーランスやアーティスト、学生等が中長期に安価で滞在できる場とする。滞在者には交流・活動の場を提供するとともに地域の人々との交流、連携が生まれる環境を作る。鹿野では地域の人々と滞在する人との交流、連携が地域により良い変化をもたらした。場のある環境の中でお互い学び合い成長することを目指す。
· 中長期滞在できる場所『しかの宿　殿町』『しかの宿　山根町』は一泊1000円としているが、鹿野に関係性を持ちたいと思う人の滞在場所とした。
鹿野にとってこれらの場所の意義を問いどのような方に提供するかを考えてきた。鹿野に関わりたい、鹿野で何かを始めたいと考えてくださる方、そしてもっと鹿野に居てほしいと私達が感じ、地域の人々にも思って頂ける方の場とすることで誰でも滞在できる場との違いを見出すことができると考えた。
· 地域の人と滞在者が交流・滞在・活動の場に集う機会はまだまだであるが、今後大学生、関係人口事業来訪者のワークショップ等により回数を重ね、地域への提案、交流、連携が地域により良い変化をもたらすと信じている。

· 交流・活動の場『シカノマド』を大学生、移住者、地域の人々だけでなく、子供が放課後や休みに集える場所や関係性を持ちたいと考えている方々にも活用頂く。交流・活動の場の環境がお互い学び合い成長することにつながる。
3.成功したこととその要因

· 2ヶ所の交流滞在施設を通常の安価な宿泊施設では無く、いんしゅう鹿野まちづくり協議会に関係があり、鹿野に関係性を持ちたいと思う人の滞在場所とした。鹿野で何かを取り組みたい、鹿野の団体と一緒に活動するなど鹿野に滞在しやすい環境を創出した。また関係性のある人の滞在としたことにより、地域の人々の不安を取り除くことにもなった。
· 2ヶ所の交流滞在施設を単独の滞在施設にするのではなく、地域の中の位置づけを考え、地域にある他の施設との活用・連携を考えた。また青山学院大学、鹿野芸術祭、鳥の演劇祭と協力する中で施設活用を進め、滞在しやすい環境を提供することでそれぞれの取り組みにも好影響であった。
· 総務省が取り組む関係人口創出・拡大事業を鳥取市と共同で取り組み、本事業のソフト事業として位置づけ施設の活用を計画した。鹿野芸術祭・鳥の演劇祭においても活用頂いたが、関係人口の事業においても11月15日時点で12人の滞在者があった。
· 大学生・地域の人々と12回のリノベーションワークショップを行い、施設を作った事で関わりの広がりが生まれた。また地域の方々に公開し、活用における懸念・意見を聞き、運営に活かすこととしたことにより、地域とのコミュニケーションも少し深まった。
4.失敗したこととその要因
· 地域の方々に公開したが、活用における懸念・意見を十分に聞いたとは言えない。どのような人が滞在するのか、心配ないのかという地域の方々の懸念を払拭しているとはいえない。今後継続して地域への理解と協力を得られるよう注意を払いコミュニケーションを取っていく必要がある。
· リノベーションワークショップ参加へのPRが十分とは言えず、もっと参加者を募ることが可能であったと感じる。またワークショップに参加した大学生・地域の人々への指導が十分ではなかった。もっと計画し丁寧に行うべきだったと反省している。
· 電気工事、エアコン工事、火災報知器設備に費用を多く使うことになり、デザイン性を高めることが十分には出来なかった。交流スペースに一部デザインを組み込んだが、全体的にはもっと楽しい仕掛けが出来ればよかった。今後少しずつ加えていこうと考えている。
